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市政記者クラブ加盟社 各位 

 

第64回原敬記念館企画展「原達
とおる

―叔父・原敬
たかし

に期待された才人―」 
 

実子がなかった原敬は、甥や姪たちを我が子のように愛しました。中でも将来を期待したのが、

兄・恭（ゆたか）の二男・達です。 

成績優秀な達は、飛び級で岩手県尋常中学校（現盛岡第一高等学校）に入学、やがて東京帝国

大学法科大学（現東京大学法学部）の特待生にまでなりました。また正岡子規の弟子となり、俳

人・原抱琴（ほうきん）としても活躍、岩手に近代文学の新風をもたらしています。しかし肺結

核により 28歳の若さで他界しました。 

2022年は達の没後 110年、2023年は生誕 140年にあたります。この企画展ではこれを記念し、

実物資料を通して彼の生涯や業績を紹介します。 

 

                    記 

 

【日 時】令和４年 10月 22日（土曜日）～令和５年１月 15日（日曜日） 

     9時 00分～17時 00分まで（入館は 16時 30分まで） 

【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は翌平日） 

【場 所】原敬記念館小ホール 企画展示コーナー 

【内 容】主な展示資料 

・野村長一宛原達書簡（野村胡堂・あらえびす記念館蔵）  

   明治 32年（1899）9月 4日付。長一（のちの胡堂）に対し丁寧に俳句の指導をしている。 

・写真「正岡子規と門弟たち（子規庵蕪村忌）」（紫波町教育委員会蔵） 

明治 32年（1899）12月 24 日撮影。16歳の達（抱琴）や子規、虚子、碧梧桐らが一堂に会した貴重な写真。 
・写真「原達（抱琴）と岩動孝久（露子）」（紫波町教育委員会蔵） 

明治 39年（1906）6月 6日撮影。2人は親友で、岩手に日本派の俳句を広めた中心人物だった。初公開資料。 

・原達日記「An Attic Philosopher in Tokyo・Japan」（原昌彦氏蔵） 

18～21歳の達の日記。肺結核との闘病、子規との別れ、石川啄木ら友人たちとの交流等が記されている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【費 用】小・中学生 50円、一般 200円、市内在住で 65歳以上の方は無料 

【主 催】原敬記念館（所管：盛岡市教育委員会）・公益財団法人盛岡市文化振興事業団 

 

 

 

 

盛岡市プレスリリース 
～ひと・まち・未来が輝き世界につながるまち盛岡～ 
 

 

令和 ４年 10月 14日 

教育委員会事務局 

歴史文化課 

 

写真「原達（抱琴）と

岩動孝久（露子）」 

 

原達日記「An Attic Philosopher in Tokyo・Japan」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


